
ボランティア・ＮＰＯなどの自律的かつ公益的な活動を促進する

企画財政局

めざすまちの姿

第六次総合計画　施策評価シート（令和3年度）

5-②
施策

担当部局

【自　　律】 ボランティア・NPOなどの市民活動が活発に行われている

市の基本方針

●公益的な事業に取り組むNPOなどの活動基盤の強化に向けての支援や，大学や企業なども含め，市民公益活動団体や個人が，その
特性を生かして，まちづくりに参加し，さまざまな活動に取り組むことができるよう，情報共有や連携しやすい環境整備を促進し
ます。
●ボランティア・NPO活動参加への気運を盛り上げ，きっかけづくりを進めるとともに，活動や交流が促進されるよう情報提供を行
います。
●NPOが自立的に安定して活動を継続できるよう，人材確保と育成のための研修の充実など，組織的な基盤強化に向けて，中間支援
組織を主体とした支援の仕組みづくりを進めます。
●協働のルールづくりを進め，NPOが主体的にかかわることと合わせて，庁内の協働推進体制を整えることで，ボランティアやNPO
などと行政が共に公共的な役割を担う「支え合いと活気のある社会」の実現をめざします。

数値目標

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

企画段階からボランティアグループやＮＰＯと協力して実施され
た事業数

庁内各課に照会

実績値は，基準年に比べ，11事業増え，前年度に比べ，32事業減っ
た。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

日常的に（おおむね週４日以上），市民活動に従事しているス
タッフのいる団体の割合

市内の市民活動団体・NPOを対象としたアンケート調査で，「あな
たの団体には，日常的に(概ね週4日以上)市民活動に従事している
スタッフがいらっしゃいますか。」という設問に対して，『いる』
と回答した団体の割合。

実績値は，基準年に比べ，15.2ﾎﾟｲﾝﾄ上がり，前年度に比べ，1.4ﾎﾟ
ｲﾝﾄ上がった。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

地域の課題を解決するためには，ボランティア・ＮＰＯの市民活
動が必要だと考えている人の割合

市民アンケート調査で「地域の課題を解決するためには，ボラン
ティア・NPOの市民活動が必要だと思いますか。」という設問に対
して，『思う』と回答した人の割合。

実績値は，基準年に比べ，9.9ﾎﾟｲﾝﾄ下がり，前年度に比べ，1ﾎﾟｲﾝﾄ
上がった。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P73】
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新型コロナウイルス感染
症により，活動行事が中
止・縮小されたことに影
響を受ける。
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影響大
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【グラフの見方】  
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まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

ボランティア・ＮＰＯなどの市民活動に参加している市民の割合
市民アンケート調査で「ボランティア・NPOなどの市民活動に参加
していますか。」という設問に対して，『参加している』と回答し
た人の割合。

実績値は，基準年に比べ，6.9ﾎﾟｲﾝﾄ下がり，前年度に比べ，変わっ
ていない。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P74】

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

団体の活動について，企業に支援されているＮＰＯの割合
市内の市民活動団体・NPOを対象としたアンケート調査で，「あな
たの団体は，企業から何らかの支援を受けていますか。」という設
問に対して，『受けている』と回答した団体の割合。

実績値は，基準年に比べ，4.6ﾎﾟｲﾝﾄ上がり，前年度に比べ，1.1ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。
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施策を推進する主な事業の評価

区分 事業名 目的(Ⅰ)／令和２年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R2年度
決算額
(千円）

市民企画提案事業

(Ⅰ) 市民活動の活性化，市民と行政の協働によるまちづくりの推進
(Ⅱ) 自主事業（2事業）及び行政との協働事業（3事業）に補助を行った。各事業が目指す成
果を達成するため，事業計画段階から事業完了まで事務局が伴走しながら支援を行った。
(Ⅲ) 地域課題解決のため，市民活動団体や関係部署との協働への働きかけを行いながら，継
続して実施する。

1,632

児島及び玉島市民交流センター管理
運営事業

(Ⅰ) 市民の相互交流及び文化・コミュニティ活動等の促進並びに地域の活性化
(Ⅱ) 指定管理者による維持・管理と地域活性化に向けた講座・講演会及び地域との連携事業
を実施し，児島市民交流センターは64,420人，玉島市民交流センターは80,830人の利用が
あった。
(Ⅲ) 感染症対策を徹底し，利用者の安全を確保した上で，継続して実施する。

227,440

環境交流スクエア管理運営事業

(Ⅰ) 市民の環境に対する理解及び学習の促進並びに市民の相互交流を図る。
(Ⅱ) 指定管理者による維持・管理と市民の環境学習や相互交流を促進する事業を実施し，
32,938人の利用があった。
(Ⅲ) 感染症対策を徹底し，利用者の安全を確保した上で，継続して実施する。

100,817

倉敷市市民活動センター管理運営事
業

(Ⅰ) 市民の自主的かつ営利を目的としない公益性のある活動を促進する。
(Ⅱ) 市民活動団体の活動拠点となる倉敷市市民活動センターを管理・運営し，会議室，印
刷・作業コーナー，情報・交流コーナーなど，全体で延べ4,482人の利用があった。
(Ⅲ) 感染症対策を徹底し，利用者の安全を確保した上で，継続して実施する。

3,703

創 協働のまちづくり推進事業（再掲）

(Ⅰ) 住民主体の地域づくり及び市民と行政による協働のまちづくりの推進
(Ⅱ) eラーニングを活用した職員向けの協働研修の実施，テレビ会議システムを活用したコ
ミュニティ協議会の交流会，被災したコミュニティへの専門家派遣を通して，市民と行政の
協働のまちづくりを推進した。
(Ⅲ) 住民が主体となった地域づくりの推進や，新たな協働の可能性を見出した上で，市民と
行政の協働のまちづくりを推進するのを目的に，継続して実施する。

1,540

倉敷市市民公益活動情報サイト運営
事業

(Ⅰ) NPOや地域コミュニティ活動の情報発信の支援
(Ⅱ) 情報発信ツールであるブログの投稿を推進することにより，市民活動団体が行う事業の
様子を市民に周知できるように努めた。
(Ⅲ) 継続して実施するが，より効果的な情報発信の方法を検討する。

-

創
高梁川流域協働のまちづくり推進事
業(再掲)

(Ⅰ) 高梁川流域圏域の地域課題の解決に向けた団体相互のネットワーク構築
(Ⅱ) 高梁川流域協働推進会議を2回開催し，高梁川流域地域支援若手専門家集団によるウェ
ブ座談会を実施した。
(Ⅲ) 高梁川流域圏域の地域課題の解決に向けた団体相互のネットワーク構築のため，継続し
て実施する。

598

創
高梁川流域地域づくり連携推進事業
（再掲）

(Ⅰ) 高梁川流域圏域で地域課題解決に取り組む市民活動団体の協働の推進
(Ⅱ) 倉敷市で活動する団体から高梁市の団体へ，また，矢掛町で活動する団体から倉敷市の
団体へのノウハウ移転2事業に補助し，ノウハウ移転を受けたそれぞれの団体による単独での
事業実施につながった。
(Ⅲ) 高梁川流域圏域で地域課題解決に取り組む市民活動団体の協働を推進するため，継続し
て実施する。

1,239
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